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を与えるのは, この刃先における切 くずと加工面の分離作用であり, 工具と加工面との摩擦作用が付加的
効果を与え, さらに切くずの流出作用は間接的な影響を与えるものであることを述べている｡








第 3章は加工面の残留応力に関するもので, まず理論的考察を加え, 残留応力をひきおこす原因のうち
機械的効果には圧縮残留応力を生じさせる垂直力効果と, 切削方向への引張残留応力を生じさせる接線力
効果の二種類があること, また熟的効果は加工面に引張残留応力を生じさせることを示している｡ ついで
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第 5 葦は加工面性状と摩擦の関係について述べたもので, 上試験片 (低炭素鋼) にラップ加工 ･研削加



















































は各種機械器具の性能向上に資するところが極めて多く, 学術上 ･工業上寄与するところが少くない｡ よ
って本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認めるo
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